
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ北海道労組は、第８回団体交渉をおこない「ベースアッ

プを実施する」回答を受け、「持ち帰り検討」に入りました。    

このことは、第７回団体交渉において、「21年連続ベアゼロ

は認められない！」と強く再考を求めた結果であり、この間の

雪害対応や、日々職場から奮闘する組合員の苦労に報いる結果

であることはもちろん、将来に「勇気」と「希望」を与えるも

のと言えます。 

この他、スタッフ社員や作業手当等の改善も確認しています！ 
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